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181 　心拍鋤R・心血管撮影法κよる甲状腺疾

患の循環動態の検討
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　Rl心血管撮影とミニコンピユータの組み合わせは非

侵襲的、非観血的に心機能を検査することを可能にし

た。本法を用いて甲状腺疾患患者の循環動態を検討し

た。

　99MTc－：アルブミン10－15mciを肘静脈より静注直後

に10ntの生食でフラッシュした。　PhO　rK　HPr一カメ

ラ（サール）を用いて、左前斜位40°の方向より心臓

部の経時的撮影を行なった。データは心電図と同期さ

せてミニコンピ，一タシンチパック200にストアし、

後刻解析を行なった。島津製作所のデータ処理プログ

ラムを用いて、右室、肺、左室部に関心領域を設定し

て指示薬稀釈曲線を描いた。また心電図波形より収縮

末期、拡張末期位相を決めて、それぞれの心イメージ

を構成して、駆出率（EF）を求めた。このデータ処理

には99MTc一アルブミンの第1回循環（flrst　pass）を

用い、カウント数が最大の4～6拍より算出した値の

平均値を求めた。静脈血を経時的に採血して放射能を

測定し、循環血液量（TBV）を求めた。

　対象は正常対照1名、バセドウ病9、甲状腺機能低

下症1、心疾患14症例である。
　正常対照は59才の男性で、CO　7185　nt、　EF　65．5％、

　TBV4745㎡であった。検査時甲状腺機能元進のあるバ

　セドウ病（n＝7）ではCO　15PO7土5．226（m土1S．D）

　EF・45．8土14．4、　TBV5248±1589で甲状腺機能正常化し

　たバセドウ病（n＝2）ではCO．888515．788、　EF

　55．4、58．2、TBV4455、5713　であった。一方心不全

　を起したことのない心疾患（nニ10）ではCO　8092

　土2519、EF49．8土14．0、　TBV5649±157Dであり・う

　っ血性心不全を起し入院した心疾患患者（nニ4）で

　はCO　6764±2015、　EF22．4（2症例の平均、他の2症

　例は心房細動のためEF測定できなかった）。TBV

　4688±1300であった。
　　本法の特徴は静脈注射のみで簡単に、かつ患者に負

　担をかけることなく検査しうる点である。従って通常

　心カテーテル検査、心血管造影検査の対象とならない

　甲状腺疾患などの循環動態の検索に適していると考え

　られる。各疾患群でわれわれのえた結果は本法がそれ

　ぞれの病態を適切に示す信頼性のある検査法であるこ

　とを示唆している。なお、同じく非侵襲的検査法であ

　る超音波検査法との比較検討も行なう。

182　　　　心拍連動RIアンギオカルジオグラフィー

による，大動脈弁口部の血流動態の解析　一第三報一
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　前回の本学会総会において心拍連動RIアンギオグ

ラフィーを用いて大動脈弁口部の血流動態を解析し，

Bl・od　flow　chartを作成し，健常者群，大動脈弁閉

鎖不全症群について，比較検討した。今回，我々は正

常群，大動脈弁閉鎖不全症群について，大動脈弁口部，

肺動脈弁口部のBlood　fl・wchartを作製し，比較検

討した。また同部のHistgramをフーリエ変換を用い

て周波数解析を行なった。

　　　　方法

　被検者をカメラ左前斜位30度に設定し，99MTc－HSA

10mcjを右肘静脈より，フラシュ法にて静注し，シン

チカメラ心画像を作製し，同時に心電図を記録し，両

データをコンピューター内のコア上に格納した。大動

脈弓部，上行大動脈，弁口部，左心室内等に連続的に

ROIを設定し，同部のRI活性値を心周期に合わせ

て，50msec毎に記録した。以上の方法で採取したデ

ー タより，Histgramを作製し，各ROIのHistgram
より，Bl・・d　fl・wchartを作製した。　又，同部の

Hlstgramをフーリエ変換を用いて，周波数解析を行

った。大動脈部のBl・od　fl・wchartの意義を検討す

るため，ブラッドボンブとチューブを用いてのモデル

により，同様Va　Histgram及び，　Bl・・d　fl・w　chartを

作製した。

　　　　結果
　健常者群，大動脈閉鎖不全症群について，大動脈弁

口部付近，肺動脈弁口部付近のBl・・d　fl・wchartは

ほぼ同様の形を示した。又，両群の比較では，前回同

様の差異を示した。フーリエ変換を用いた周波数解析

の結果Intensityの比較を行ったが，　Blo・d　ftow　ch－

art同様，両群の差異を認めた。ブラット　ボンプ

とチ；一ブを用いてのモデルにて，大動脈部とのBl－

ood　flowchartの比較を行なったが，同様の形を示

した。
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